
ノートの整理（左のページ・プリントを貼る） （右のページ・掲載された内容をノートに写す） NO1



NO2ノートの整理（左のページ・プリントを貼る） （右のページ・掲載された内容をノートに写す）



A. 人類の進化
１ 猿人（アウストラロピテクス）

１ 原人（ジャワ原人）

２ 旧人（ネアンデルタール人）
前頭葉は平ら。眼窩上隆起。埋葬の習慣。

３ 新人（クロマニヨン人）
前頭葉は盛り上がっている。眼窩上隆起はない。ラスコー洞窟の壁画

B.文明
１ 旧石器時代
打製石器。狩猟・採集生活を営んでいた時代。

２ 新石器時代
磨製石器。定住の開始。土器の使用。農耕や家畜の飼育。自給自足の生活。

３ 青銅器時代
青銅器時代は多くの文明において国家形成の開始された時期。

＜右のページに記入する事項＞ NO3
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＜右のページに記入する事項＞ NO5

A. 道具にもとづく人類史区分
１鉄器時代

ヒッタイト王国。砂鉄などを木炭で還元して鉄を加熱鍛造。
（酸化：酸素と化合、還元：酸素を失う）

２ 青銅器時代
鉄（融点：約1500℃）に比べると、
青銅（融点：銅:75％、すず25％で約800℃）の方がより温度が
低い温度で加工が可能。まず、青銅器が使われはじめたと考えるのが自然です。
（エジプトなどでは金の多く使用された時代がある）
（金属のイオン化傾向で、金はイオン化傾向が非常に小さい）

３新石器時代

４旧石器時代
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＜右のページに記入する事項＞ NO7

B. 金属結晶の性質

金属には、一般的に次のような性質がある。表面に特有の光沢（金属光沢）があり、光を反射する。

たたくと薄く広がり（展性）、引っ張ると細長く延びる。熱や電気をよく伝える（熱伝導性と電気伝導性）

これらの性質を生かし、さまざまな製品がつくられている。

C. 金属の構造

金属の固体では、原子が集まって規則正しく並んでいる。金属原子の一部の電子は、すべての原子に

共有され、原子の間を自由に動いている。この電子を自由電子といい、自由電子による金属原子

どうしの結びつきを金属結合とよぶ。金属が特有の性質を示すのは、自由電子が存在するためである。
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１．元素の周期表

メンデレーエフが発見した。 縦の列を族、横の行を周期という。

アルカリ金属：水素Ｈ以外の１族元素をアルカリ金属という。

アルカリ土類金属：ベリリウムＢｅ，マグネシウムＭｇ以外の２族元素をアルカリ土類金属という。

希ガス：１８族元素を希ガスという。

ハロゲン：１７族元素をハロゲンという。

典型元素：１，２族と１２～１８族の元素を典型元素という。

遷移元素：３～１１族の元素を遷移元素という。

金属元素：単体に金属光沢があり、電気や熱をよく導く元素を金属元素という。約80%を占める。

非金属元素：金属元素以外の元素を非金属元素という。22種類。

＜右ページに記入する事項＞ NO9



NO10
ノートの整理（左のページ・周期表のプリントを貼る） （右のページにも周期表のプリントを貼る）
２枚のうち、１枚は提出する。もう１枚はノートに貼る。 ２枚のうち、１枚は提出する。もう１枚はノートに貼る。


